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発明の概要

【課題】管路内に装填した切削⼯具を圧縮気体により加速させて，管路に接続した切
削雰囲気を制御できる加⼯チャンバ内に設置した被削材の⼀部を⾼速で削り，切削終
了後も⾼速で⾶翔し続ける⼯具と切りくずを，切削過程以外の変形や損傷を受けるこ
と無しに停⽌させる機能を有する⾼速切削試験装置を提供する。
【解決⼿段】⼩型の切削⼯具の切れ刃を内蔵した⾶翔容器を，管路内で圧縮気体によ
り加速させ，加⼯チャンバ内で切削過程を実現させる。切削過程で⽣成した切りくず
は切削⼯具を内蔵した⾶翔容器の中に格納する。切削終了後も管路内を⾶翔しつづけ
る切削⼯具と切りくずを内蔵した⾶翔容器に対し⾶翔⽅向から圧縮気体により減速⼒
を負荷させて，衝撃吸収材などに衝突すること無しに⾶翔容器を所定の個所で停⽌さ
せる。
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